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●
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

保
障
の
強
化
が
課
題

社
会
保
障
制
度
改
革
国

民
会
議（
国
民
会
議
）の
第

２
回
会
合
が
12
月
７
日
に

開
催
さ
れ
、医
療
・
介
護
・

年
金
・
少
子
化
対
策
の
各

分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
課
題
を
踏
ま
え
た
議
論

が
行
わ
れ
た
。

国
民
会
議
は
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
に
基
づ

き
、
社
会
保
障
制
度
改
革

に
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
目
的
で
内
閣
府
に
設
置

さ
れ
た
検
討
機
関
。
会
長

の
清
家
篤
・
慶
應
義
塾
長

を
含
め
、
15
人
の
委
員
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
う

ち
、
医
師
は
２
人
。

今
回
の
会
合
で
は
、
医

療
に
か
か
わ
る
課
題
と
し

て
、
遠
藤
久
夫
・
学
習
院

大
学
経
済
学
部
教
授
が

「
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

保
障
の
強
化
」
を
挙
げ
、

「
健
康
の
維
持
増
進
、
疾

病
の
予
防
お
よ
び
早
期
発

見
」「
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
制
度
改
革
」「
医
療

保
険
の
財
政
基
盤
の
安
定

の
強
化
や
在
宅
医
療
、
医

介
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

も
報
告
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は「
医
療
の

機
能
強
化
に
あ
た
っ
て
は

診
療
報
酬
改
定
で
対
応
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」

と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
、

同
会
合
終
了
後
の
記
者
会

見
で
は
、
社
会
保
障
審
議

会
医
療
保
険
部
会
と
医
療

部
会
で
改
定
の
基
本
方
針

を
作
成
す
る
際
に
、
国
民

会
議
が
長
期
的
な
視
点
で

方
向
性
を
示
す
こ
と
も
あ

り
う
る
と
の
発
言
も
出
さ

れ
た
。

国
民
会
議
で
行
わ
れ
た

議
論
の
内
容
は
今
後
、
自

公
民
３
党
協
議
の
場
に
も

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る

予
定
だ
。

●
総
務
省
消
防
庁

救
急
出
動
件
数
過
去
最
多

病
院
収
容
時
間
38
・
１
分
に

総
務
省
消
防
庁
は
、
２

０
１
１
年
の
救
急
・
救
助

状
況
を
公
表
し
た
。な
お
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
か

ら
、
釜
石
大
槌
地
区
行
政

事
務
組
合
消
防
本
部
・
陸

前
高
田
市
消
防
本
部
の

デ
ー
タ
は
除
い
て
い
る
。

救
急
車
に
よ
る
救
急
出

動
件
数
は
５
７
０
万
７
６

５
５
件（
前
年
比
24
万
３

９
７
３
件
増
）、
搬
送
人

数
は
５
１
８
万
２
７
２
９

人（
同
20
万
３
１
９
２
件

増
）で
、
ど
ち
ら
も
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
11
年
は

約
５
・
５
秒（
前
年
５
・
８

秒
）に
１
回
の
割
合
で
出

動
し
て
お
り
、
そ
の
件
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
場
到
着
ま
で
の

所
要
時
間
は
全
国
平
均

８
・
２
分（
同
８
・
１
分
）。

病
院
等
収
容
ま
で
の
所
要

時
間
は
全
国
平
均
38
・
１

分（
同
37
・
４
分
）で
、
福

岡
県
の
29
・
２
分
、
富
山

県
の
29
・
３
分
な
ど
が
平

均
所
要
時
間
よ
り
短
い
。

11
年
に
救
急
搬
送
さ
れ

た
心
肺
機
能
停
止
傷
病
者

の
う
ち
、
43
・
０
％
が
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー（
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
）に
よ

化
等
」「
個
人
の
尊
厳
と
患

者
の
意
思
が
よ
り
尊
重
さ

れ
る
医
療
の
確
保
」「
今
後

の
高
齢
者
医
療
制
度
に
か

か
る
改
革
」─
─
の
５
点

に
つ
い
て
、
取
り
組
み
状

況
と
今
後
の
方
向
性
を
示

し
た
。

た
と
え
ば
、
高
齢
者
医

療
制
度
に
つ
い
て
は「
70

〜
74
歳
の
患
者
負
担
の
あ

り
方
」に
言
及
し
、
今
後

の
方
向
性
と
し
て「
現
在

１
割
に
凍
結（
法
定
は
２

割
）さ
れ
て
い
る
70
〜
74

歳
の
患
者
負
担
を
、
世
代

間
の
公
平
を
図
る
観
点
か

ら
13
年
度
以
降
の
取
り
扱

い
を
13
年
度
予
算
編
成
過

程
で
検
討
」と
提
案
し
た
。

同
会
合
で
は
今
後
の
課

題
と
し
て
、
チ
ー
ム
医
療

る
応
急
手
当（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
人
工
呼
吸
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除
細
動
）が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
実

施
率
は
過
去
最
多
。
さ
ら

に
、
応
急
手
当
を
実
施
し

た
場
合
の
1
カ
月
後
生
存

率
は
６
・
２
％
で
、
実
施

し
な
い
場
合
の
５
・
１
％

に
対
し
１
・
２
倍
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
般
市
民
に

よ
る
応
急
手
当
の
重
要
性

が
示
さ
れ
た
。

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
災
害
出
動
件
数

は
７
７
７
５
件（
同
５
６

８
件
増
）で
、
う
ち
救
急

出
動
３
４
４
７
件（
前
年

比
４
９
１
件
減
）、
救
助

出
動
が
１
７
７
７
件（
同

１
８
２
件
減
）、
火
災
出

動
が
１
２
２
８
件（
同
87

件
増
）、
そ
の
他
出
動
が

１
３
２
３
件（
同
１
１
５

４
件
増
）。
出
動
件
数
は

過
去
最
多
だ
っ
た（
東
日

本
大
震
災
の
出
動
件
数
は

「
そ
の
他
」と
し
、
被
災
地

派
遣
期
間
中
、
原
則
１
件

／
日
と
し
て
計
上
）。
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は

全
国
45
都
道
府
県
に
73
機

（
12
年
10
月
１
日
現
在
）配

備
さ
れ
て
お
り
、
災
害
救

助
目
的
の
ほ
か
救
急
搬
送

な
ど
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
準

ず
る
運
航
も
多
い
。

（
出
典
：「
フ
ェ
イ
ズ
・
ス
リ
ー
」

２
０
１
３
年
２
月
号〈
日
本
医
療
企
画
〉）

２月20日、東京・大阪・名古屋の３会場で
人事労務管理者向けのセミナーを開催

●日通システム株式会社

日通システム株式会社は、来る２月20日（水）に東京・
大阪・名古屋の３会場にて人事労務管理者向けのセミ
ナー「職員に選ばれる職場づくり・マネジメントの基本
と原則」を開催する。
セミナーは２部構成になっており、第１部の基調講

演では、西山病院管理研究所所長の西山信之氏を講師
に迎え、近年トラブルが増加している医療業界の人事
労務・就業管理の適正化、医療スタッフ確保のポイン
トについて解説し、労務リスク低減と対応策について
提案。第２部の製品紹介では、就業・人事・給与の統
合ERPパッケージ「勤次郎Enterprise」の機能説明やデ
モンストレーションを行う。
参加費は無料。詳しい内容、お申込みについては、

下記お問い合わせまで。

── 概要 ──
【日時】2013（平成25）年2月20日（水）
【日時】13時30分～17時（13時開場）
【参加費】無料
【会場】ネットカンファレンス　東京・大阪・名古屋
＊大阪・名古屋会場はテレビ会議システムによる受講

【お問い合わせ】日通システム株式会社
TEL：052-249-9200
URL：http://www.nittsusystem.co.jp/

東京都西多摩郡日の出町
大久野6416

☎042-597-0873
www.oogunohp.com/

医 療 法 人 財 団 利 定 会

大久野病院

社 会 に 活 か す
医 療 の 提 供

東京都墨田区錦糸1-4-14
長嶋ビル4階

☎03-5611-5111
www.kohitsujikai.or.jp

石川県能美市緑が丘
11丁目71番地

☎0761-51-5551（代）
www.houju.or.jp

医 療 法 人 財 団 利 定 会

大久野病院

東京都品川区西五反田1-3-8
☎03-3490-8641（代表）

FAX：03-3490-8646
www.nichii-lease.com/

医療と福祉のトータル
サービスカンパニーへ

東京都新宿区矢来町75番地
☎03-3513-7622

FAX：03-3513-7623
www.higashinihon.ne.jp/

病院経営の最新情報を
提 供 い た し ま す

東京都品川区大崎1-5-1
大崎センタービル3階
☎03-5437-2950

FAX：03-5437-2951
www.medicalstage.jp/

株式会社
メディカル・ステージ

いのち、輝かせる医療へ

東京都千代田区神田富山町5-1
☎03-3526-6412
www.solasto.co.jp

株式会社ソラスト

あしたを元気に

東日本
税理士法人
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
協
会
は
、
皆
さ
ま
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
よ

医
療
経
営
士の
実
践
力
が

病
院
経
営
を
変
え
る
原
動
力
に
な
る

「
経
営
の
実
践
家
」と
し
て

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
医
療
経
営
士

謹
賀
新
年

２
０
１
０
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
、
設
立
か
ら
２

年
半
あ
ま
り
で
会
員
を
７
８
５
人
に
増
や
し
、
そ
の
存
在
感
を
年
々
高
め
て
お
り
ま
す
。
本
年

は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
実
践
力
を
高
め
る
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
吉
原
健

二
代
表
理
事
よ
り
、
新
年
の
ご
挨
拶
な
ら
び
に
協
会
活
動
の
抱
負
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

り
、
設
立
４
年
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

当
協
会
に
と
り
ま
し

て
、
２
０
１
２
年
は
大
き

な
意
味
を
持
つ
年
と
な
り

ま
し
た
。

11
月
に「
第
１
回
全
国

医
療
経
営
士
実
践
研
究
大

会
」を
開
催
し
、
10
名
の

医
療
経
営
士
の
方
が
演
題

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
糧
に
、
病
院
の
経
営
基

盤
づ
く
り
に
尽
力
す
る
姿

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
医
療
経
営
士
が「
経

営
の
実
践
家
」と
し
て
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

こ
と
を
実
感
し
た
所
存
で

す
。
当
日
、
会
場
に
は
２

０
０
人
も
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
会
場
の
熱

気
か
ら
、
医
療
経
営
士
の

熱
い
想
い
と
、
医
療
経
営

士
に
対
す
る
高
い
期
待
が

伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
現
場
」と「
実
践
」を
重
視

す
る
当
協
会
に
と
っ
て
、

設
立
時
か
ら
の
念
願
だ
っ

た
本
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
し
か
も
盛
大

か
つ
成
功
裡
に
終
え
ら
れ

た
こ
と
は
、
今
後
の
活
動

に
お
い
て
も
大
き
な
力
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
０
１
３
年
１
月
現

在
、
医
療
経
営
士
の
受
験

者
総
数
は
約
４
０
０
０

人
、
３
級
合
格
者
は
１
７

９
４
人
、
２
級
合
格
者
は

１
３
６
人
に
及
ん
で
お
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
協
会
登

録
の
医
療
経
営
士
は
、
３

級
６
８
５
人
、
２
級
１
０

０
人
で
す
。
つ
ま
り
、
医

療
経
営
士
と
し
て
活
動
す

る
同
士
が
全
国
に
８
０
０

人
ち
か
く
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
２
０
１
３
年
は
、

そ
の
数
を
１
０
０
０
人
、

２
０
０
０
人
と
増
や
し
、

医
療
界
に
新
風
を
巻
き
起

こ
そ
う
と
い
う
高
い
志
を

持
っ
た
人
財
を
一
人
で
も

多
く
集
め
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

医
療
経
営
士
と
は
、「
医

療
機
関
の
経
営
に
必
要
な

基
礎
知
識
を
有
す
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題

を
迅
速
、
か
つ
的
確
に
解

決
で
き
る
能
力
を
有
す
る

人
材
」
で
す
。
本
年
は
、

医
療
経
営
士
の
実
践
力
を

高
め
る
こ
と
が
、
当
協
会

の
大
き
な
課
題
に
な
る
で

し
ょ
う
。

そ
こ
で
重
要
な
の
が
、

地
域
の
支
部
活
動
で
す
。

現
在
、
関
東
、
東
海
、
北

陸
、
九
州
支
部
が
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
研
究
会
活
動
を

繰
り
広
げ
て
お
り
ま
す
。

全
国
大
会
を
機
に
支
部
同

士
の
交
流
が
よ
り
活
発
化

し
、３
月
に
は
関
西
支
部
・

北
陸
支
部
で
合
同
合
宿
研

究
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

新
た
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
当
協
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
北
海
道
、

東
北
、
中
国
地
方
へ
の
支

部
設
立
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
医
療
経
営
士
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
研
究
会
活
動
の
全
国

展
開
を
目
指
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

医
療
経
営
士
の
強
固
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
医
療

経
営
を
現
場
か
ら
変
え
る

原
動
力
と
な
る
こ
と
を
願

い
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
１
３
年
、研
究
会
活
動
を
活
発
に
行
い

医
療
経
営
士
の
実
践
力
向
上
を
図
る
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―
―
ま
ず
は
２
級
試
験
合

格
ま
で
の
経
緯
と
、
合
格
に

向
け
た
学
習
方
法
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
本
　
私
の
場
合
、
３
級

試
験
が
第
１
回
目
の
試
験

で
合
格
で
き
た
の
で
、
２

級
に
関
し
て
も
正
直
甘
く

考
え
て
い
た
部
分
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
一
度
受

け
た
の
で
す
が
、
財
務
分

野
な
ど
は
手
も
足
も
出

ず
、
一
度
は
あ
き
ら
め
よ

う
と
思
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
同
じ
法
人
で
受
験

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
３
級
合
格
後
、
自

分
の
業
務
を
考
え
る
と
、

も
う
少
し
上
の
レ
ベ
ル
の

知
識
が
必
要
だ
と
感
じ
、

２
級
に
も
挑
戦
し
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
ポ
イ

ン
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

掴
み
切
れ
ず
、
日
本
医
療

企
画
が
開
催
し
て
い
た
２

級
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
に

申
し
込
み
ま
し
た
。
こ
の

対
策
講
座
で
先
生
に
ポ
イ

ン
ト
を
挙
げ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
、
合
格
に
つ
な

が
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

学
習
の
コ
ツ
と
し
て

は
、
中
級
の
テ
キ
ス
ト
19

冊
を「
全
部
読
ま
な
き
ゃ
」

と
思
う
と
取
り
組
む
の
が

な
か
な
か
難
し
い
。
ま
ず

は
関
心
の
あ
る
分
野
か
ら

読
ん
で
冊
数
を
稼
ぎ
、「
あ

と
○
冊
な
ら
何
と
か
な
る

な
」と
考
え
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
違
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
各
巻
の
目
次
を
見
比

べ
て
み
る
と
、
テ
キ
ス
ト

を
ま
た
い
で
同
じ
テ
ー
マ

や
関
連
分
野
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
そ

こ
は
ま
と
め
読
み
す
る
と

い
う
こ
と
も
有
効
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
合
格

し
た
後
の
展
開
に
向
け
、

自
分
の
目
的
を
し
っ
か
り

と
持
つ
こ
と
で
す
。
合
格

す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ

て
し
ま
う
と
、
学
習
も
続

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
合

格
し
て
、
次
に
何
を
や
り

た
い
か
と
い
う
明
確
な
目

し
て
い
た
者
が
い
た
こ
と

も
あ
り
、
き
ち
ん
と
勉
強

し
て
受
け
よ
う
と
思
い
直

し
、
２
度
目
の
受
験
で
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

２
級
合
格
に
向
け
た
勉

強
法
と
し
て
は
、
テ
キ
ス

ト
を
細
か
く
読
ん
で
い
く

よ
り
も
、
医
療
全
体
の
流

れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
国
の

方
針
を
理
解
し
て
い
れ
ば

自
ず
と
答
え
が
見
え
て
く

る
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

中
戸
川
　
自
分
は
昨
年
６

月
に
３
級
試
験
に
合
格

し
、
10
月
に
２
級
試
験
も

合
格
し
た
か
らこ
そ
見
える

医
療
経
営
士
と
し
ての
役
割
と
は

２
０
１
２
年
10
月
21
日
に
実
施
さ
れ
た
、
第
４
回
医
療
経
営
士
２
級
資
格
認
定
試
験
で
は
、
41
人
が
合
格
。
第
１
回
か
ら

の
合
格
者
の
累
計
は
１
３
６
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
号
で
は
、
10
月
の
試
験
で
見
事
に
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
３
人
の
医
療

経
営
士
に
、
医
療
経
営
士
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

的
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
笠
原
　
私
の
職
場
で
は

昨
年
の
４
月
か
ら
医
療
経

営
士
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
て
、
自
分
も
そ
の

研
修
を
受
け
、
６
月
に
３

級
、
10
月
に
２
級
試
験
を

受
け
て
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
研
修
が

き
っ
か
け
と
い
う
こ
と

で
、
皆
さ
ん
と
は
少
し
違

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

全
巻
通
読
す
る
の
は
大
変

だ
と
も
思
い
ま
し
た
が
、

仮
に
落
ち
て
も
経
営
の
分

析
手
法
や
制
度
改
正
の
歴

史
等
が
学
べ
れ
ば
い
い
と

い
う
く
ら
い
の
気
持
ち
が

あ
っ
た
の
で
、
最
後
ま
で

読
み
通
す
こ
と
が
で
き
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

試
験
直
前
に
は
研
修
で

出
さ
れ
た
小
テ
ス
ト
や
模

擬
試
験
を
繰
り
返
し
解
い

て
み
た
り
、
過
去
に
本
紙

に
載
っ
て
い
た
合
格
者
の

方
の
方
法
論
等
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

―
―
皆
様
の
方
法
論
も
こ

れ
か
ら
２
級
受
験
を
目
指

す
方
に
は
大
い
に
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
２
級
に

合
格
さ
れ
て
、
以
前
と
変
わ

ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
？

小
笠
原
　
医
療
経
営
に
関

す
る
用
語
や
経
営
に
用
い

ら
れ
る
分
析
手
法
等
の
知

識
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
、

経
営
を
担
当
し
て
い
る
部

署
の
資
料
等
を
理
解
し
な

が
ら
読
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
大
き
な
変
化
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
職
に
求
め

ら
れ
る
問
題
解
決
力
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
ま
し

た
。
医
師
や
看
護
師
と
渡

り
合
う
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
よ

り
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
。

松
本
　
私
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
病
院

は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
集

ま
り
で
す
か
ら
、
事
務
方

の
人
間
が「
こ
れ
を
改
善

し
て
く
だ
さ
い
」と
言
っ

た
だ
け
で
は
な
か
な
か
わ

か
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
説
得
力
の
あ

る
デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
そ

ろ
え
て
話
を
持
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
電

子
化
が
進
み
デ
ー
タ
は
揃

い
や
す
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
こ
ち
ら
の
伝
え
た
い

こ
と
に
説
得
力
を
加
え
る

た
め
に
ど
う
活
用
す
る
か

が
、
現
状
の
課
題
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
戸
川
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
の
は
、
本
当

に
大
き
な
効
果
だ
と
思
い

ま
す
。
先
日
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し

た
新
設
の
店
舗
を
出
す
機

会
が
あ
り
、
近
隣
の
埼
玉

県
立
大
学
に
あ
る
保
健
医

療
福
祉
学
部
か
ら
先
生
を

招
き
、
障
害
者
の
方
が
来

た
と
き
の
対
応
な
ど
を
講

義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
先
生
と
も
き
ち

ん
と
話
が
で
き
て
、
専
門

分
野
の
方
と
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

小
笠
原
　
積
極
的
に
他
部

署
と
か
か
わ
ろ
う
と
い
う

意
識
も
生
ま
れ
ま
す
。
あ

る
病
院
の
看
護
部
が
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス
を
女
性
職

員
の
妊
娠
・
出
産
か
ら
職

場
復
帰
ま
で
の
期
間
に
応

用
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
た
の
で
、
そ
れ
を
各
病

院
に
配
っ
て
い
る
広
報
誌

に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
よ

う
に
働
き
か
け
、
掲
載
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。「
良
い
も
の
を

み
ん
な
で
共
有
し
て
い
こ

う
」と
い
う
発
想
が
自
然

と
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
の
が
、
自
分
の

な
か
で
の
変
化
か
な
と
思

い
ま
す
。

―
―
医
療
経
営
士
と
し
て

ご
自
身
で
取
り
組
み
た
い
テ

ー
マ
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

松
本
　
効
率
的
な
院
内
連

携
を
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
く

ゆ
く
は
、
テ
キ
ス
ト
に
も

載
っ
て
い
た
部
門
別
原
価

計
算
の
導
入
を
提
案
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
デ
ー
タ
分
析
の
支
援

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
ね
。

中
戸
川
　
医
療
機
関
と
銀

行
に
と
っ
て
、
お
互
い
が

メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
事
務
の
合
理
化
を
行

っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
例

え
ば
病
院
で
は「
待
ち
時

間
対
策
」は
重
要
な
テ
ー

マ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
銀
行
で
も
同
じ
で

す
。
弊
行
で
は
、
お
客
様

が
来
て
か
ら
呼
ぶ
ま
で
の

時
間
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
呼
ば
れ
て
か
ら
取
引

な
ど
の
用
事
が
済
む
ま

で
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
か
を
計

測
し
て
い
ま
す
。
帰
る
ま

で
の
時
間
が
実
際
の
待
ち

時
間
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
が
あ
り
、
デ
ー

タ
を
取
れ
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
病
院
に
も
適
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
共
通
す
る

課
題
に
対
し
て
お
互
い
に

情
報
を
提
供
し
合
い
、
解

決
に
近
づ
け
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

小
笠
原
　
日
々
の
仕
事
を

こ
な
し
て
い
く
こ
と
に
埋

没
し
て
、
身
に
つ
け
た
も

の
を
忘
れ
て
し
ま
う
と

い
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
経
営
士
の
テ
キ
ス

ト
で
学
ん
だ
内
容
は
こ
の

業
界
で
生
き
て
い
く
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
し
、
一

生
使
え
る
ス
キ
ル
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
現
在
持
っ
て
い

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
、
自

分
に
と
っ
て
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
会
報
誌

や
雑
誌
を
読
ん
だ
り
、
講

座
や
研
究
会
に
参
加
し
た

り
、
ま
た
何
か
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
テ
キ

ス
ト
に
戻
っ
て
再
確
認
す

る
と
い
っ
た
こ
と
を
通
し

て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

―
―
最
後
に
、
協
会
へ
の
ご

要
望
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

松
本
　
事
務
部
門
の
人
間

に
は
、
医
療
部
門
の
専
門

職
の
方
の
よ
う
に
学
会
等

で
発
表
す
る
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
全
国
大
会
等
で
そ

の
よ
う
な
場
を
設
け
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
事
務
系

で
頑
張
っ
て
い
る
人
間
に

は
す
ご
く
は
げ
み
に
な
る

と
思
う
の
で
、
今
後
も
規

模
を
拡
大
し
て
い
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
興
味
と
し
て

は
、
研
究
会
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
診
療
報
酬
対
策
と

い
う
観
点
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の

機
能
評
価
係
数
Ⅱ
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
点
数
を

上
げ
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
を
し
て
い
る
病
院
が
集

ま
っ
て
話
が
聞
け
た
り
す

る
と
、
非
常
に
参
考
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

中
戸
川
　
病
院
外
の
人
間

か
ら
す
る
と
、
医
療
関
連

の
知
識
を
得
る
の
は
雑
誌

や
会
報
誌
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
き
ま
す
。
た
と
え

ば
ほ
か
の
資
格
で
は
、
資

格
更
新
に
あ
た
っ
て
の
研

修
が
行
わ
れ
て
い
て
、
最

新
の
動
向
な
ど
を
解
説
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
取
り
組
み
も
取
り
入
れ

て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。

小
笠
原
　
医
療
従
事
者
の

労
働
環
境
の
改
善
を
テ
ー

マ
に
、
研
究
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。「
働
き
方
」と
い
う

部
分
に
つ
い
て
は
ま
だ
出

て
き
て
い
な
い
分
野
だ
と

思
う
の
で
、
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

―
―
協
会
と
し
て
も
、
皆
様

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

医
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２
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東京ダビングセンター
お気軽にご相談下さい !!

医療法人社団平郁会
東京都港区東新橋2-1-6
汐留プリプラビル7階
☎03-6383-1346
www.heiikukai.com/

東京都新宿区西新宿二丁目1番1号
新宿三井ビルディング8階

☎03-6279-0900（大代表）
www.srl-group.co.jp/

健康で豊かな
社会づくりに貢献する

［本社］
愛知県名古屋市中区栄三丁目18番1号
ナディアパークビジネスセンタービル9階

☎052-249-9200
www.nittsusystem.co.jp/

日通システム株式会社

就業・人事・給与・
ワークフロー・経営分析支援

[東京支店]
東京都千代田区霞が関3-5-1

霞が関IHFビル4階
☎03-3506-1800

FAX：03-3506-1807
www.giken.co.jp

技研商事インターナショナル㈱

エリアマーケティング
マーケット分析

ソリューション事業

横浜市神奈川区鶴屋町
2-11-5　SGビル
☎045-312-5700

FAX：045-312-2621
www.shibahashi.co.jp

東京都千代田区紀尾井町3番12号
　紀尾井町ビル

☎03-3288-7000（代表）
FAX：03-5213-7800

www.noandt.com
info@noandt.com

担当：齋藤  理（第一東京弁護士会）、
鈴木謙輔（東京弁護士会）

東京都府中市本宿町4-33-42
FAX：042-335-3627

Mobile：090-8871-9856
www004.upp.so-net.ne.jp/medical/

代 表 取 締 役

藤井　昌弘

株式会社 FMCA
Fujii Medical Consulting Association

原価計算の導入・活用支援

医療・薬事・ヘルスケアを含め、
企業法務におけるあらゆる分野に

対応出来るワンストップファームとして、
国内案件及び国際案件の双方に

豊富な経験と実績を有しています。

常に感謝の気持ちをもち、
医療を提供します

■SRLロゴタイプ1+社名表示1（横組みタイプ）

■SRLロゴタイプ2+社名表示1（横組みタイプ）

※現在、1=5mmで表現しております
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